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難民や国内避難民（ＩＤＰ）は重要な論点である。難民やＩＤＰには、悲惨なイメージがつきまとい、ともすれば「手を差し伸べるべき可哀想な人々」としてしか認識されない傾向がある。彼らが国際社会から支援されるべき対象であることは確かだが、その政治主体としての側面を見落と べきではない。難民は紛争の結果であると もに原因となり、新たな紛争を引き起こす可能性を持って る。彼らの行動によって平和構築は強固 支えを得ることも、また不安定化することもあ 以下では、アフリカ大湖地域の例を取りながら、紛争 難民、ＩＤＰの関わりを検討したい。●紛争と難民の循環的関係
　アフリカの紛争によって、膨大な数の難








を樹立したが、同時に膨大な数のフトゥ難民が周辺国に流出した。フトゥはルワンダ人口の八割強を占める多数派のエスニック集団である。 大量の難民流出は、 扇動によってトゥチ虐殺 引き起こした旧政権派が、ＲＰＦの報復を言い立ててフトゥ民間人の恐怖を煽り、彼らを道連れにして国外に逃れたため起こった。特に西隣のコンゴ民主共和国 （当時ザイール。以下コンゴと略す）には、内戦終結直後、旧政権の中枢 含む一〇〇万人以上の難民が 十分に武装解除されないまま流れ込んだ。
　これによって、コンゴ東部の治安状況は







ワンダ難民が押し寄せた結果、難民キャンプの衛生状態が悪化し、コレラが蔓延して多くの人びとが犠牲になった。すし詰めの難民キャンプと伝染病に苦 む の姿がマスメディアから配信されると、国 社会の関心が一挙に高まり、緊急人道援助の集中豪雨的な供与が始まった。多数の援助機関やＮＧＯが現地入りし、日本を含む七カ国が軍を派遣して人道援助にあ った。
　その一方で、難民の武装解除は進展しな














だろう。ただ、少なくとも 難民やＩＤＰに対する支援のあり方 考えるために、その平板なイメージを捨て、開発や政治の文脈に置く必要があるということは、繰り返し強調しておきたい 彼 は新たな紛争主体にもなれば、復興を主導する開発の主体ともなりうる。故郷を離れ、苦労して技能を身につけ、ネットワーク 築いてきた難民たちを開発過程にうまく動員できれば、平和構築は強い支えを得る。難民やＩＤＰは、悲惨の象徴であるととも 、希望の象徴でもあるのだ。
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